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＜実践報告＞ 

    「身近な材料を使った造形表現」における教材の開発 
      －落ち葉を使って立体表現する可能性を求めて－ 
 
 安藤 恭子 
 
１．はじめに 

 幼稚園教育要領の今回の改訂では、幼児教育において育みたい資質・能力の基礎が今ま

で以上に明確にされた。とりわけ、「資質・能力」の三つの柱が定義づけられた。その柱と

は、遊びや生活を通して総合的に力が育まれていくものと捉える。 

「知識及び技能の基礎」‥‥豊かな体験を通じて、感じ、気付き、わかり、できる‼ 

 「思考力、判断力、表現力等の基礎」‥‥気付いたり、できるようになったりしたこと

を使いながら、考え、試し、工夫、表現‼ 

「学びに向かう力、人間性等」‥‥心の動き、やる気、態度の向上‼ 

これらの３つの柱を踏まえて、その改訂に適した造形表現の教材の開発を試みた。

  
２．季節を体感できる素材を求めて 

 かつて、県美術館に勤務していた頃のことである。美術館を取り囲むたくさんの木々が、

秋になると色々な実や葉を落とした。近くの幼稚園や保育所の子どもたちが美術館の森の

中で楽しげに拾い集める姿をよく目にした。教師や保育士によると、持ち帰った葉っぱな

どは画用紙などに葉っぱを糊付けして貼り絵を作らせるとのこと。落ち葉を使った製作＝

平面的な貼り絵という発想が多くを占めていることが実態の中、造形的な立体感覚が育ち、

製作過程で身に付く技を意識した教材化を何度も試みた。それがはっぱマン作りの基とな

った。 

「森から生まれたよ‼落ち葉を集めて葉っぱマン」と題して、欅（けやき）の落ち葉を

主な素材に選んだ。 

主な選定理由は、下記のようである。                      

ア．幼児の手の大きさに合い、掴み易い。                      

イ．一枚の葉は縦 5 センチ程度、幅 1 センチ程度で、ポリ袋等に幼児の力で十分に袋詰

め等の作業ができる。                              

ウ．公園や公共の施設などの庭でよく見かける。 

製作過程では、幼児の手の巧緻性から、適当と断定し、台所用Ｓサイズポリ袋とセロテ

ープ、モール、シールを主な材料とした。                     

製作過程で幼児に身に付けさせたい主な技能(わざ)をできた喜びを描いて次のように設定
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した。但し、発達に合わせて教師が援助する。 

① 葉っぱをポリ袋に詰める。 ――― 掴んで袋詰めをするわざ 

② ポリ袋を閉じる。――― 葉っぱが飛び出さないようにセロテープで閉じるわざ 

③ 耳を作る。――― ポリ袋の角二か所をつまみ、モールでねじり縛るわざ。 

たった３つのわざであるが幼児が製作中に身に付けられるように意識して教師が幼児

に関わることが大切である。 

 
３．落ち葉を集めてはっぱマン製作過程で期待したい幼児が育つ姿 

 文部科学省「幼児部会における審議の取りまとめ」より「幼児期の終わりまでに育って

ほしい姿」（１０の姿）を意識して製作過程の中で一人一人に寄り添った教育こそが今後は

より一層教師に求められることである 

 
(１) 健康な心と体 

  自分なりのはっぱマン作りに向かって心と体を十分に働かせ、教師の提案する葉

っぱの扱い等を参考にしながらイメージを持って製作し、安全に気をつけながら生

き生きと充実感のある生活をつくり出すようにする。 

 
(２) 自立心 

  まずは、落ち葉の中に身を置き、触れたり、かさかさという音を聞いたり、にお

いを嗅いだり等、五感を十分に働かせ、素材である落ち葉と関わる。教師から提案

されたはっぱマン製作を主体的に受け止め、自分なりの工夫で心を込めてやり遂げ

ようと、五感を働かせて熱心に取り組むようにする。 

 
(３) 協同性 

   自分なりのはっぱマンを製作する共通の目的をもつ過程では、お互いに助け合っ      

   て、例えば、耳を作る過程で、モールで縛る担当と持ち手にお仕事分担して、やり

遂げることができるように共同作業を設定して、体験を通して共同で製作すること

の素晴らしさを実感するようにする。 

 
(４) 道徳性・規範意識の芽生え 

  友達と同じ目的ではっぱマンの製作をする中で、共同で使用する素材を扱うこと

が多い。教師と共にきまりをつくり、周囲の友達の気持ちを考えて素材を扱う工夫

を大切に製作するようにする 
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(５) 社会生活との関わり 

  はっぱマンをどこに飾ったりするか、また場合によっては、誰かにプレゼントす

るかまでの目的意識や見通しや夢を実行するまでを製作過程と捉えたい。飾りたい

場の施設の人たちが笑顔になったり、プレゼントした相手が喜んだりする姿を描い

て製作することはより意欲的に製作する基となる。心をこめて精一杯より良いもの

を作ろうとする心意気が一人一人の活力を付け、創造力や感性を磨くことになる。  

   保育者は、寄り添いながら、一人一人の心情を大切にして社会とのつながりを大切

にするような援助をするようにする。 

 
(６) 思考力の芽生え 

  先ずは、素材である落ち葉に直接触れることでその感触や見た目で発見したこと

などで、素材への関心を持ち、その性質などを感じ取ったり、気付いたりして、新

しく知ったことに喜びを感じることを大切にする。              

これから製作するはっぱマンを教師の提案を基に自分なりに、考えたり、予想し

たり、工夫したりするなど多様な製作過程を楽しむようにする。           

また、友達の様々な製作に触れる中で、自分とは異なる表現があることに気付き、

製作を補修したり、新しく付け加えたりするなど、製作する喜びを実感しながら、

前向きで製作していくようにする。 

 
(７) 自然との関わり・生命尊重 

  春には新芽が出て、夏には青葉が茂り、秋には紅葉して落ち葉となる‥‥等、身

近にある木一本にしても感動的にその姿に気付かせ、様々な形で触れさせることで  

   自然の変化などを感じ取り、好奇心や探究心を持って考え、はっぱマン製作過程を

通して自然への愛情や畏敬の念を持つようになる。まさに、うってつけの教材とし

て、季節感を感じさせながら身近な動植物への慈しみの心が育つようにする。 

 
(８) 数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚 

  「Ｓサイズのポリ袋に、欅の落ち葉をどれ程詰めることができるか」についてそ

の量を掴むために、試しながら親しむ体験をして分かることができる。この体験を

丁寧に行うことで数量に対する興味や関心、感覚を持つようにする。 

 
(９) 言葉による伝え合い 

  はっぱマンの製作過程では、製作に関する様々で豊かな心の通う会話が、教師や

友達の間で交わされる。また、作品に名前を付けたりして、はっぱマンになりきり、
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楽しい劇遊びやごっこ遊びなど、発展的に作品を活用して、言葉による伝え合いを

楽しむようにする。 

 
 (10) 豊かな感性と表現 

    落ち葉などの素材に直接触れ、感性を働かせる中で、様々な素材の特徴や、教師

から提案されたものづくりの表現の仕方などに気付き、感じたことや考えたことを

製作の中で生かして表現することで、表現する喜びを味わわせたり、意欲を持つよ

うにする。 

 
○ 以上、「幼児期に育って欲しい１０の姿」は、開発した教材「落ち葉を集めてはっぱ

マン作り」の製作過程においてすべて具現化できると確信する。 

 
 ☆ 「落ち葉を集めてはっばマンの製作」で「アクティブ・ラーニング」の実現  

 ☆ アクティブ・ラーニングは、「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」という 3

つの視点が重視される。はっぱマンの製作に当てはめてみる。 

 
「主体的な学び」の視点‥‥森に出かけ、五感を働かせて、積極的に落ち葉と関わろう

とする。保育者の提案を基に、自分なりの工夫をしながら、自分のはっぱマン実現に向

かって製作を進めているか。 

 
「対話的な学び」の視点‥‥落ち葉の袋詰めや、耳作り等の過程で、お互いに持ち合っ

たり、モールをひねる活動を教え合ったりして自分の製作したいはっぱマンが形作られ

るような対話的な学びが実現できているか。 

 
 「深い学び」の視点‥‥‥‥自分の満足できるはっぱマンになるように、色々試しなが

ら体と心を動かして、夢中で創り上げていく。はっぱマンを生活の中で生かすように飾

ったり、ごっこ遊びをしたり、プレゼントしたりして、生活の中で生かしていけるか。 

 
「落ち葉を集めてはっぱマンの製作過程」で「アクティブ・ラーニング」の実現は叶う

ものと確信する。さらに、次の開発教材へと連結し、子どもたちの実態に応じて提供して

いきたい。 

※ 「落ち葉を集めてはっぱマン」は、昨年度、今年度のシラバスに組み込み、一年生学

生用にアレンジして実践した。その他、まどか幼稚園等で実践した。 
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